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機能の概要
イタリアとチリにおける外部タックスインボイス処理の改善
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機能の概要
説明: イタリアとチリにおける外部タックスインボイス処理の改善

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で
問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

難易度低

国固有

▪ Ariba Network 
▪ Commerce Automation/電子請求

この機能は、Ariba サポートがサービスリクエストに基づ
いて有効化する必要があります。

サポートによって有効化されたら、バイヤーの [プロファ
イルの管理] → [設定] ページで外部請求書ルールを
設定する必要があります。

バイヤーが有効化されており、イタリアまたはチリの外部請
求書プロセスを使用している必要があります。

外部請求書ルールをサポートする国は、今後追加される可
能性もあります。

電子請求書規制は、さまざまな国で絶えず変更されてい
ます。国によっては、規制や商慣行のため、バイヤーは
外部システムで作成された (発行された) 請求書を受信
する必要があります。

通常、外部で発行された請求書は、却下することができ
ません。また、Ariba Network を使用してサプライヤが生
成する (発行する) 請求書と比べると、ビジネスに関する
検証で要求される厳格さが低い場合もあります。

チリには、ERP からの請求書を地域の規制に従って承
認/却下することをバイヤーに義務付ける規制もありま
す。

Ariba Network で、通常設定の取引ルール、国別の
ルール、またはサプライヤグループのルールとして設
定されている既存のルールを個別に使用できるビジネ
スルールセットが導入されました。

イタリアおよびチリの外部請求書に対し、外部請求書
ルールを設定できるようになります。

この機能により、イタリアおよびチリのバイヤーは、請求
書で参照されるサプライヤに関係なく、すべての外部タッ
クスインボイスに対して特定の Ariba Network 取引ルー
ルセットを適用できるようになります。

また、特定の外部請求書シナリオに対し、より柔軟にビジ
ネスルールを適用したり、ルールを利用する際の焦点をさ
らに絞り込んだりすることも可能になります。
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使用と設定

「外部請求書」は、サプライヤグループに追加されているサプライヤとは関係なく、あらゆる外部請求書に対して使用されます。

設定は、バイヤーの [プロファイルの管
理] → [設定] ページで行います。
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